
「昴」「10月第 5金のレッスン」開催！ 

13 コンサート第 3部曲を中心に！ 
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□10 月 30 日（金）１８：００～２０：３０ 13 回コンサートの第 3 部の曲を中心にレッスンを行

いました。奥村さんの体操・千秋さんのヴォイストレーニングのあと、本並先生の指揮で、まず「こ

のみち」を練習しました。 

 

「このみち」は 11 回コンサート（2017 年）で初演し、12 回コンサート（2019 年）ではアンコール

曲として歌ってきた金子みすゞの詩に石若雅弥が作曲した名曲、「このみちの先には、おおきなも

りがあろうよ、おおきなうみがあろうよ、おおきなみやこがあろうよ、みんなで、みんなでゆこう

よ、このみちをゆこうよ」と・・・ 

楽譜に忠実に、曲想を音に、一からの合唱曲として作り上げましょう！ 

「昴はうたう」は、18 日（日）のレッスン（A 班・B 班別）に引き続いてのレッスンとなりました。

18 日のレッスンをふまえ、細部に亘る注意点の指摘・・音程、同音のタイとスラーの表現、 

スラー、クレッシェンド、フォルテ、テヌート等を大事にして、表現豊かに！誇らしげに！あたた

かく、雄々しく歌おおーーー 

 

□15 分間、休憩・連絡事項の報告・窓を開けて通風し、5 分ほどの時間、千秋作詞・森作曲の新曲

「忘れ去られた、あの日から」（この間の一連の「方正」関連の歌の一つ）を千秋さんの紹介で、

団員と共に復唱しました。 

報告事項では、山本副団長から、「コロナウイルスが、気温の低下（冬

へと）とともに、世界的には、ヨーロッパ・アメリカで再度の大流行

の兆しが見えていること、日本でも一向に衰えず、徐々に感染増の傾

向にあることから、コロナウイルスにかからないよう、十分注意し、

健康に注意して暮らしましょう！」と毎日の感染者数のグラフを示し

説明がありました。 

 

□休憩後、再度、本並先生の指揮で、「方正の青い空」と「地雷では

なく花をください」をレッスンしました。この 2 曲も、18 日（日）に
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も練習し、復習を兼ねたレッスンとなりました。 

再度 10 分ほど休憩し、伊藤副指揮者の指揮で、「ゆらゆら春」と「死んだ男の残したものは」をレ

ッスンしました。 

「ゆらゆら春」では、1 番／2 番前半を独唱する奥村さんの低音のあたたかな声がねむかホールに鳴

り響き、2 番のオブリガードの千秋さんのテナーの声が色を添え、感動的な曲になる期待が膨らみ

ました。2 番後半と 3 番の全員合唱がどれだけしっかりと歌えるか・・ 

 

□ピアノ伴奏は森二三さん。参加者は全１９名でした。(団員は１７名。T1: ６名、T2:４名、BR:４

名、BS：３名の参加でした。） 

（連絡事項） 

 

 

  

 

 

 

 

昴通信１４ 
定例レッスン　参加者割り振り表　　11月 （敬称略）

パート 11月6日 11月１5日前半 11月１5日後半 11月20日 11月29日(日)

Ｔ１ 吉岡 千秋 吉田 千秋

吉田 鈴木 若園 鈴木 全

若園 立川 山本 立川 員

山本 小西 （千秋） 小西 練

（千秋） 吉岡 習

Ｔ２ 米川 高田 米川 寺脇 大

中谷 大畠 中谷 大畠 東

寺脇 更家 高田 更家 生

伊藤 伊藤 伊藤 伊藤 涯

学

ＢＲ 奥村 奥村 奥村 奥村 習

向井 大橋 向井 大橋 C

山口 春木谷 春木谷 春木谷 ア

吉川 山口 岩﨑 吉川 ク

西村 ロ

吉川 ス

ＢＳ はが 川妻 川妻 はが 多

光本 光本 光本 川妻 目

岡邑 岡邑 岡邑 岡邑 的

東尾 東尾 東尾 室
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「昴」の創設者・藤後博已名誉団長が 9１歳の今、『私は八路軍の少年兵だった』という衝撃的な「自分

史」自叙伝を著されました。「戦争と平和」の現実が厳しく問われている今、ここに記されている藤後さ

んの「経験史」はいまも私たちが生きるうえでの参考になることでしょう。「日本の侵略した戦争の事実」

をごまかさず・忘れず、「2 度と戦争をしては駄目！」「平和を守れ・日本国憲法を改悪するな！」と私た

ちに語りかけています。厳しい現実の出来事が語られていますが、語り口は優しい心にあふれています。 

（カンパとして 1,000 円をお願いします。）（編集子） 
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